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3．安定条件の検討

（1） 転倒及び合力の作用線が提底の中央 1/3 以内に入ることの検討
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（2） 滑動に対する検討
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（3） えん堤提体及び基礎地盤の破壊に対する安定

（a）揚圧力を考慮した場合
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（b）揚圧力を無視した場合

（平常時）
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